






研究目的 

単純ヘルペスウイルス(HSV)とくにその 2 型の女性陰部感染と胎児および新生児との関係

は要約すれば第 1は妊娠中の初感染が児の発育に催奇性あるいは出産後の精神身体両面の

影響を及ぼすか否かを明らかにすることであり,第 2 は無抗体の母からの出産児が妊娠時

の母体感染のための排泄ウイルスによる致死的感染を受ける場合をいかに防ぐかというこ

とに盡きる。 

第1の点に関して言えば,過去数年のわれわれの班の研究により,妊娠中のHSV1型初感染は

1～3%であり,2 型初感染は少くとも現在までの調査では見つからなかったので,有ったと

してもおそらく 1％以下であると思われる。そして 1 型初感染でも出産児にとくに異常を

認めていないので,この点は余り心配ないと考えられる。ただし 2型に関しては全人口の抗

体獲得の年令的推移が判っていないので,果して本当に妊娠年令での 2 型抗体陽転例が多

数有りうるか否かを知ることが出来ない。その主な理由は従来用いられた 1 型吸収法 1・

2)が材料手数がかゝり過ぎることと,それに代ってよく用いられる抗1抗2型抗体価の比較

から抗2型抗体を算定する方法3-5)が或は低い抗2型抗体を見損ったり或は1型の交差反

応を特異的抗 2型と見誤ったりして信頼度に欠けるからであった。 

この点は前年度の報告で示したように,われわれの開発したマイクロ中和システムに於け

るウエル内吸収法が非常に能率よく型共通抗体を吸収ししかも特異的 2型抗体は正しく把

握できることが判った。6)今回はこの方法の感度を上げるべくさらに工夫を行ない.それに

よって一般正常人の年令別性別抗 HSV2型抗体の分布を調べた。その結果抗 2型抗体は矢張

り豫期されたように性交年令から上昇し始めること,およびその年令での抗体価分布が比

較的低いことが判った。この年令別陽性率変遷から,性交年令での(または妊娠年令での)

初感染率を推定することが出来る。 

次に第 2 の重要な点すなわち新生児の産道感染の問題に就いては,確実なウイルス学的診

断を迅速に行う工夫と同時に,サブユニットワクチンの応用のための基礎実験が目下進行

中である。これは次回に報告したい。 


